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２つの小河川に住む生物相の違いとその要因に

関する研究  

-水生生物を減少させる最大の要因は   

   取水関による止水域の増加である- 

 

兵庫県立香寺高等学校 自然科学部  

３年黒田有梨 ２年藤原紅葉 松本篤哉  

１．はじめに 

香寺高校の近くに流れる恒屋川の底生生物は

非常に少ないことが指摘されている。底生動物

が多い須加院川と比較研究することで環境悪化

の要因を突き止めることを目的に調査を行った。 

２．調査地点 

須加院川と恒屋川は兵庫県南 

西部を流れる市川の支流で、市 

川下流部に合流している。両河 

川にそれぞれ５カ所の調査定点 

を設けて研究を行った（図１）。 

３．仮説         

恒屋川の生物が減少した要因 

として以下の仮説を立てた。図 1 調査地点 

（１） 恒屋川は、須加院川に比べて河川の勾配

が緩く、かつ水の流量が少ない。 

（２） （１）から、夏季に川の水温が上昇し、

溶存酸素が減少する。 

４．調査方法と結果 

河川勾配図の作成 地図のデータに基づいて河

川勾配図を作成して、恒屋川の勾配が須加院川

よりも緩いことが判明した（図２、図３）。 

 

 

 

 

 

図２ 須加院川の勾配 図３恒屋川の勾配 

水流量の比較 両河川 

に設定した 5つの調査 

地点の取水関において、 

コンクリート貼りで河 

床が平坦な部分を利用 

して水流量を測定した。図 5 両河川の流量 

中流域から下流域にかけては、須加院川 の水量

が恒屋川よりも２～３倍多い（図 5）。勾配が

緩いこととあわせて、恒屋川では夏季水温が須

加院川よりも高くなる可能性がある。  

水温の比較 図 6に示すよう 

に最高最低温度計を孔をあけ 

たプラスチック容器に入れて図 6最高最低温度計 

各調査地点の河床礫の間隙に埋設し、2016年の

1 月か１カ月ごとに取り上げて各月の最高最低水

温を記録した。８月の最高、最低水温を図７図８

に示す。恒屋川は須加院川と比較して夏季には高

温になる流域が多いという結果である。 

図 7  ８月の最高水温      図 8 ８月の最低水温 

溶存酸素の比較 2016 年 8 月 23 日に各調査地点

で溶存酸素と水温を測定した。図 9と図 10を比較

すると、水温、溶存酸素ともに大きい違いがなか

った。調査地点２と４においては、水温は変わら

ないけれど、溶存酸素は恒屋川が多い。この結果

は私たちの立てた仮説を否定するものであった。

図 9 両河川の溶存酸素 図 10 両河川の水温 

５．新しい発見と仮説  

4月に恒屋川の平瀬であった調査地点 No2が濁流

のたまるプールの様になっていた。この時、田植えの

時期に井関に板がはめ込まれ、止水のプールが出

現する事に気づいた。そして次の仮説をたてた。 

須加院川に比べて恒屋川では、止水域となる範囲

が広いため、流水に住む水生生物が減少した。 

６．調査方法と結果 

取水関による止水域の比較  2016年 7月 9日か 

ら 8月 5日にかけて、須加院川と恒屋川の全域を

視察し、両河川の止水域を地図上に赤線で記した。

恒屋川では水域の半分近くが止水域で、連続して

いる区間が長い。（図 11）。さらに、恒屋川は濁りが

強く止水域の河床には泥が堆積して礫が目詰まりを

起こしていることがわかった（図 12）（図 13）。 

 

 

 

 

 

                   図 12 恒屋川の河床 

 

 

 

 

 

 

図 11 両河川の止水域    図 13 須加院川の河床 
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水とアルコールの混合による体積に関する研究 

 

兵庫県立豊岡高等学校 生物・自然科学部 

3 年 大津樹 菅村健也 

2 年 岸田栞奈 原田聖也 倉田瑞希  

１年  南條拓希 足立梨乃 佛生祐哉 
 野田直希 奥西辰覇 

 

１．動機及び目的 

水とアルコールを混合すると、その体積はそれ

ぞれの体積の和よりも減少することを授業で知っ

た。この理由については、２とおりが報告されてい

る１），２）。本研究では、様々なアルコールと水とを混

合し、混合後の体積を比較することで、それぞれ

の説明を検証した。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

 

2．実験と結果 

【実験１】 水とエタノールの体積比を変えた混合 

室温において水を入れたメスシリンダーに、別のメ

スシリンダーで測りとったエタノールを静かに加え、

混合後の体積を測定した。これをガラス棒で十分

に撹拌した後、再び体積を測定した。混合前の水

とアルコールの体積をそれぞれ表１のように変え

て実験した。 

 
 

 

【実験２】水と種々のアルコールとの混合。 

水５０mL と種々の有機化合物５０mL を実験１と同

様の手順でそれぞれ混合した。 

 

 

1-ブタノール     2-ブタノール   tert-ブタノール 

 

 

３．考察 

上平らは、エタノールが水に溶けることの説明と

して、液体の水分子が水素結合によって形成する

隙間の大きなネットワークに、アルコールが入りこ

むと報告している 2）。３種類の C4H9OH について、

それぞれが、水クラスターの中に納まるかを共有

結合半径の値５）,６）を用いて計算した。次に、ソフト

『Avogadro』を使い水クラスターの空隙にそれぞれ

のアルコールが収まるかをシュミレーションした。 

 

 

４．結論 

液体の水分子は様々な会合状態を取っており、

それは時々刻々変化している。アルコールが水に

溶解する際は、大きな分子であるアルコールの隙

間に水分子が入り込むと同時に、会合した水によ

ってできた空隙にアルコール分子が入り込むこと

によっておこると考えられる。 

 

 

５．反省と課題 

混合の際出てくる気泡が何かを今後調べていき

たい。 
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エタノール/水 混合後の体積 減少量

(mL / mL) (mL) (mL)
10/90 99.0 1.0
20/80 98.0 2.0
30/70 97.0 3.0
40/60 97.0 3.0
50/50 96.9 3.1
60/40 96.5 3.5
70/30 97.0 3.0
80/20 97.0 3.0
10/90 97.6 2.4

表１　様々な体積比での水とエタノールの混合

混合後の体積

(mL)
メタノール 96.0 多量の気泡

エタノール 96.9 多量の気泡

1-プロパノール 97.0 多量の気泡

2-プロパノール 96.0 多量の気泡

１-ブタノール 99.0 二層に分離

2-ブタノール 99.0 二層に分離

tert -ブタノール 97.0 多量の気泡

表２　水50mLと種々のアルコール50mLの混合

アルコール

CH3

CH2
CH2

CH2
OH CH3

CH2
CH

CH3

OH CH3

C
CH3

CH3

OH
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